
わたしたちはイエスさまと一緒に歩む

人の子は、失われたものを捜して
救うために来たのである。
ルカによる福音書19章10節４月

４月の祈り

FootPrint 青年部：
2025年度も続けて、集まりを通して既存メ
ンバーが強められ、伝道の実が結ばれます
ように。
男女宣教会：
未信者の家族の救いに対する希望が新たに
される1ヶ月とされますように。イース
ター礼拝に導かれますように。
日曜学校
ラブリー：新年度も楽しくみんなで礼拝で
きるように。新しいお友達も増えるように。
スマイル：既存のメンバーのつながりが
もっと強くなり、新しいお友達も増えるよ
うに。
中高等部：4月から中学生になる学生が皆、
中高等部の信仰共同体に慣れるように。
English Ministry:
一人一人が神様と深い関係を持ち、イース
ターの感激が溢れるように。
ブレッシング部：
奉仕者の健康が守られ、喜びの中で奉仕す
るように。毎週礼拝の中で、聖霊様の豊か
な働きがあり、癒し、慰め、回復と満たし
が溢れるように。

キリスト教会では、イースター前の、日曜日を除
く40日間を「レント」または「受難節」と呼んで
います。今年は3月5日からレントが始まります。
また、レントの最後の一週間は、特別に「受難
週」と呼びます。



４月の兄弟教会の祈り

【金沢アガペキリスト教会/實方牧師・みどり伝道師】
① 家庭が主の平安と自由で満たされるように。2人の娘（あお-小2/とあ-小1）が新し

い環境に慣れ、周囲とも良好な関係を築いていけるように。
② 洗礼を準備している姉妹の心が守られるように。信仰において新たなスタートとな

るように。
③ 聖餐式や洗礼式を通して、主の恵みを分かち合えるように。
④ 兄弟姉妹が日々遣わされている場所において、神様が共に働いてくださり、主の愛

があらわされていくように。
⑤ サンドイッチカフェが地域のコミュニティとして必要とされる場所となり、人々が

交わり、礼拝する共同体が築かれていくように。

【愛媛箱舟キリスト教会/川上牧師・碧伝道師】
① 4月のキャンパス伝道集会を通して魂が導かれるように。
② キャンパスを通して弟子が立てられるように。キャンパス伝道と養育を通し、魂の

再生産が与えられ、日本宣教のビジョンが若者に与えられるように
③ 毎週土曜にある子供たちの英語キャンプを通して、地域から家庭が導かれるように。

教会を通して家庭が回復され、夫婦や子どもたちが救われるように。
④ 力強く弟子を再生産できる健康な小グループが豊かにたてられますように
⑤ 教職者、聖徒が教会と一つの体になり、一つの心で歩んでいきますように。
⑥ すべての集会に聖霊の臨在が満ち溢れますように。

【厚木希望キリスト教会 /吉村牧師・和代伝道師】
① 次世代宣教に向けて、子ども達を個人的に知り、彼らがキリストが共にいる主体性

とリーダーシップを持つような関わり方を出来るように。
② ４月からの新しい礼拝の流れが祝福され、教会全体が御言葉を聴き、主を体験する

ように。
③ 個人の黙想時間が祝福され、それぞれ夫婦でのQTの時間を持てるように。健康管理

のため運動時間を持てるように。

【ヨハン浜松キリスト教会/深川牧師・梓伝道師】
① 深川牧師、梓伝道師が謙遜な心で主の御声に従うように。心を合わせて聖霊の力で

教会を立てあげるように。
② 教会がキリストを頭とした一つの体、神の家族になるように。リーダーがたてられ

るように。
③ 新しい人がつながるように。
④ イエス様の十字架の死と復活を覚えながらイースター礼拝を備えられるように。
⑤ イエス様が真ん中にいて、主が治められる家庭が建てられていくように。

【三鷹栄光キリスト教会/高ビョンウク牧師・洪ソニョン伝道師】
① 今年は教会一同が主の素晴らしさを豊かに知り、味わえるように。
② 教職者に神様の愛と恵みが豊かに注がれ、教会へと溢れ流れていくように。
③ 教会の礼拝と新たに始まっていく祈り会（オイコス、主を慕い求める祈り会）に聖

霊様の働きが豊かに臨まれるように。
④ 教会に新しいメンバーが続けて加わり、主の素晴らしさを共に経験していけるよう

に。

【オリーブハウスチャーチ/松原牧師・本名牧師・大原宣教幹事】
① 4/6（主）の創立感謝礼拝を通して、今までの導きへの感謝と、地域・家族の救い

に仕える聖霊の熱情を皆で分かち合えますように。
② Spring Liveを通して近隣の高齢者向け施設に福音の種まきができますように。
③ 救われ、洗礼・幼児洗礼を受ける方たちが加えられますように。兄弟との聖書の学

びが守られ、救いの確信が与えられますように。
④ 上落合の地に私たちの教会にふさわしい物件が見つかり、すべての必要が満たされ

ますように。
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